
別 冊

議案第５号 

   平成 24 年度富津市水道事業会計補正予算（第２号） 

（総則） 

第１条  平成 24 年度富津市水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（業務の予定量） 

第２条  平成 24 年度富津市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定め

た業務の予定量を次のとおり補正する。 

              （既決予定量）  （補正予定量）   （計） 

 （１）給水戸数 111111111111111118,714 戸 000 00001,279 戸          19,993 戸 

 （２）年間総給水量 1111111115,723,864  000000049,972         5,773,836  

 （３）一日平均給水量 000000000015,682  000 00001,136            15,818  

（４）主要な建設改良事業 

  拡張工事費0000000000000185,589千円 000△47,035千円 0000000138,554千円 

   改良工事費0000000000000488,619千円 000△75,040千円 0000000413,579千円 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

      （科 目）    （既決予定額） （補正予定額）     （計） 

収 入 

 第１款 水道事業収益 9991,506,494 千円 000  1,068 千円     1,507,562 千円 

  第２項 営業外収益 999 100,793 千円 000  1,068 千円     101,861 千円 

支 出 

  第１款 水道事業費用 00 1,488,202 千円 00 15,997 千円 0000 1,504,199 千円 

   第１項水営業費用 000001,358,873 千円 00 12,110 千円 0000 1,370,983 千円 

   第２項水営業外費用 00 1,128,620 千円 000003,887 千円 0000000132,507 千円 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条本文括弧書中資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 

「383,933 千円」を「338,558 千円」に、当年度消費税及び地方消費税資本的収支

-1-



調整額「28,083 千円」を「22,272 千円」に、過年度分損益勘定留保資金「355,850

千円」を「316,286 千円」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正

する。 

      （科 目）    （既決予定額）  （補正予定額）    （計） 

収 入 

 第１款 資本的収入0000000525,659千円 00 △76,700千円 0000000448,959千円 

第１項 企業債000000000500,100千円 00 △76,700千円 0000000423,400千円 

支 出 

  第１款 資本的支出0000000909,592千円 00△122,075千円 0000000787,517千円 

第１項 建設改良費00000680,754千円 00△122,075千円 0000000558,679千円 

（企業債） 

第５条 予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり補正する。 

平成 25 年２月 25 日提出 

                       富津市長  佐久間 清 治 

提案理由 

収益的収支においては水道施設を適切に管理し、安定供給を図るため修繕費を増額、

資本的収支においては建設事業費の確定等に伴う減額をするものである。 

起債の目的 
限 度 額 

起債の方法 利 率 起債の方法

既決予定額 補正予定額 計 

第３次拡張

事 業 
136,100 千円 △36,500 千円 99,600 千円

証書借入

又 は

証券発行

5.0％以内 

（ただし、

利率見直し

方式で借り

入れる政府

資金及び地

方公共団体

金融機構資

金 に つ い

て、利率の

見直しを行

った後にお

いては、当

該見直し後

の利率） 

借入先の

融資条件

による。 

ただし、財

政の都合

により据

置期間及

び償還期

限を短縮

し、又は繰

上償還若

しくは低

利に借換

えするこ

とができ

る。

施 設 整 備 

事 業 
145,800 千円 △40,200 千円 105,600 千円
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